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4
月
19
日
︵
水
︶、
東
京
教
区
僧
侶
有

志
の
皆
さ
ん
が
、
5
月
13
日
︵
土
︶、
ハ

ワ
イ
開
教
区
慈
光
園
本
願
寺
の
皆
さ
ん

が
、
6
月
22
日
︵
木
︶
に
は
、
顕
道
会

の
皆
さ
ん
が
沖
縄
別
院
に
参
拝
さ
れ
ま

し
た
。
沖
縄
別
院
で
は
、
今
後
も
皆
さ

ん
の
ご
参
拝
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ハハイイササイイ!!!!

沖
縄
沖
縄
へへ
よ
う
こ
そ

よ
う
こ
そ

東京教区僧侶有志の皆さん東京教区僧侶有志の皆さんハワイ開教区慈光園本願寺の皆さんハワイ開教区慈光園本願寺の皆さん

顕道会の皆さんと別院婦人会の方々顕道会の皆さんと別院婦人会の方々

降
誕
会
と
は
浄
土
真
宗
の
宗
祖
親
鸞

聖
人
の
誕
生
日
︵
5
月
21
日
︶
を
ご
縁

と
し
た
法
要
で
す
。
3
月
29
日
~
5
月

21
日
、
京
都
の
本
山
︵
西
本
願
寺
︶
で

は
﹁
親
鸞
聖
人
御
誕
生
８
５
０
年
・
立

教
開
宗
８
０
０
年
慶
讃
法
要
﹂
が
お
勤

ま
り
に
な
り
、
こ
の
御
満
座
︵
最
終

日
︶
と
別
院
降
誕
会
が
同

日
に
な
っ
た
た
め
、
別
院

で
も
慶
讃
法
要
御
満
座
の

様
子
を
生
中
継
で
放
映
し
ま
し
た
。

ま
た
、
5
月
14
日
︵
日
︶
は
、 

久
米

島
布
教
所
本
堂
に
て
午
後
7
時
か
ら
﹁
宗

祖
降
誕
会
﹂
を
お
勤
め
し
ま
し
た
。
中

岡
順
忍
輪
番
は
﹁
私
た
ち
人
間
に
で
き

る
こ
と
は
限
ら
れ
て
お
り
、
何
で
も

で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

一
人
で
生
き
て
い
る
の
で
は
な
く
、
と

て
も
多
く
の
支
え
、
ご
縁
を
い
た
だ
い

て
生
き
て
い
ま
す
。
お
釈
迦
さ
ま
は
様
々

な
原
因
が
あ
っ
て
結
果
が
あ
る
こ
と
を

﹁
因
果
﹂
と
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

感
染
症
の
影
響
で
人
と
の
関
わ
り
が
希

薄
に
な
り
ま
し
た
が
、
一
人
で
無
理
を

す
る
の
で
は
な
く
、
互

い
に
助
け
合
う
な
か

で
生
か
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
ょ
う
﹂
と
お

話
し
し
ま
し
た
。

宗
祖
降
誕
会

宗
祖
降
誕
会

親
鸞
聖
人

ご
誕
生
８
５
０
年
を

お
祝
い
す
る

開
宗
８
０
０
年
慶
讃
法
要
記
念
「
キ
ッ
ズ

サ
ン
ガ
～
本
願
寺
児
童
念
仏
奉
仕
団
～
」

参
加
募
集
に
つ
い
て

こ
の
た
び
は
﹁
親
鸞
聖
人
御
誕
生
８

５
０
年
・
立
教
開
宗
８
０
０
年
慶
讃
法

要
記
念
﹂
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
以

前
に
参
加
さ
れ
た
方
々
か
ら
は
大
変
ご

好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
各
寺
院
・

布
教
所
に
お
い
て
参
加
奨
励
に
努
め
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。

（
4
）
沖
縄
県
宗
務
事
務
所
・
沖
縄
別
院
職

員
の
人
事
に
つ
い
て

現
時
点
の
沖
縄
県
宗
務
事
務
所
・
沖

縄
別
院
の
職
員
体
制
を
報
告
し
ま
し
た
。

（
5
）
令
和
5
年
度
「
御
同
朋
の
社
会
を
め

ざ
す
運
動
」（
実
践
運
動
）・
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
さ
ら
な
る
推
進
に
つ
い
て

今
期
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
が

最
終
年
度
に
あ
た
る
た
め
、
さ
ら
な
る

推
進
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
特
に
、﹁
子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に
募
金
﹂
に

つ
い
て
、
引
き
続
き
募
金
を
奨
励
し
ま

し
た
。

（
6
）
令
和
5
年
度
寺
院
サ
ポ
ー
ト
講
座
『
お
寺

の
ビ
ジ
ョ
ン
作
成
研
修
』
参
加
募
集
に
つ
い
て

今
年
度
も
寺
院

サ
ポ
ー
ト
講
座
が

開
催
さ
れ
る
た
め
、

特
区
内
寺
院
に
募

集
を
奨
励
。
特
に
、

設
立
さ
れ
て
年
数

が
浅
い
寺
院
の
住

職
に
参
加
を
お
願

い
し
ま
し
た
。

6
月
21
日
︵
水
︶
午
後
7
時
か
ら

２
０
２
３
︵
令
和
5
︶
年
度
第
１
回
沖

縄
県
宗
務
推
進
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

中
岡
順
忍
所
長
の
挨
拶
、
髙
木
正
敏

会
長
挨
拶
に
続
き
、
事
務
局
が
財
務
承

認
議
案
の
説
明
を
行
い
、
全
会
一
致
で

全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
左
記
の
通
り
事
務
連
絡
を
し
、

閉
会
し
ま
し
た
。

（
1
）
沖
縄
特
区
親
鸞
聖
人
御
誕
生
８
５
０

年
立
教
開
宗
８
０
０
年
慶
讃
法
要
に
つ
い
て

法
要
委
員
会
で
協
議
さ
れ
た
内
容
の

第 1 回第 1 回
沖
縄
県
宗
務
推
進
会
議

沖
縄
県
宗
務
推
進
会
議

進
捗
状
況
を
報
告
し
ま
し
た
。
今
後
は

各
寺
院
・
布
教
所
へ
情
報
共
有
及
び
協

力
の
お
願
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
2
）
令
和
5
年
度
「
公
聴
会
」
開
催
に
つ
い
て

昨
年
度
と
同
様
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
沖
縄
特
区
は
7
月
26
日

︵
水
︶
16
時
か
ら
、
四
州
教
区
・
熊
本
教

区
と
合
同
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
案
内

し
ま
し
た
。
各
寺
院
・
布
教
所
に
お
い

て
参
加
奨
励
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
し
た
。

（
3
）
親
鸞
聖
人
御
誕
生
８
５
０
年
立
教

宗務推進会議の様子宗務推進会議の様子

挨拶する中岡所長（左）と髙木会長（右前）挨拶する中岡所長（左）と髙木会長（右前）

↑沖縄別院↑沖縄別院
←久米島布教所←久米島布教所

お
き
な
わ
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報
　
告

こ
の
度
、
4
月
26
~
28
日
、
5
月
10

~
12
日
と
ご
本
山
へ
お
参
り
す
る
ご
勝

縁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

京
都
の
本
山
︵
西
本
願
寺
︶
に
お
い
て
、
3
月
29
日
︵
水
︶
か
ら
5
月
21
日

︵
日
︶
ま
で
、
5
期
30
日
間
に
わ
た
り
﹁
親
鸞
聖
人
御
誕
生
８
５
０
年
・
立
教
開

宗
８
０
０
年
慶

き
ょ
う
さ
ん

讃
法
要
﹂
が
修
行
さ
れ
ま
し
た
。

浄
土
真
宗
の
み
教
え
を
説
き
示
し
て
く
だ
さ
っ
た
親
鸞
聖
人
の
ご
誕
生
を
お

祝
い
し
、
立
教
開
宗
に
感
謝
す
る
法
要
に
、
沖
縄
別
院
・
沖
縄
県
宗
務
事
務
所

か
ら
、
①
沖
縄
別
院
1
班　

4
月
2
~
4
日
、
②
沖
縄
特
区
仏
教
壮
年
会
連
盟

　

4
月
14
~
16
日
、
③
沖
縄
別
院
2
班　

4
月
26
~
28
日
、
④
沖
縄
特
区
仏
教

婦
人
会
連
盟　

5
月
10
~
12
日
、
以
上
4
グ
ル
ー
プ
が
参
拝
さ
れ
ま
し
た
。

③
④
に
参
加
さ
れ
た
沖
縄
別
院
総
代
・
石
川
八
代
子
さ
ん
に
団
体
参
拝
に
つ

い
て
ご
報
告
い
た
だ
き
ま
す
。

4
月
26
~
28
日
の
期
間
で
は
、
津つ

村む
ら

別
院
、
山や

ま

科し
な

別
院
、
日ひ

野の

誕
生
院
、
京

都
国
立
博
物
館
、
龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

を
そ
れ
ぞ
れ
参
拝
・
拝
観
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
特
に
京
都
国
立
博
物
館
で

の
﹁
親
鸞
聖
人
生
誕
８
５
０
年
特
別
展

　

親
鸞
│
生
涯
と
名
宝
﹂
で
は
、
親
鸞

聖
人
筆
の
﹃
観
無
量
寿
経
註
』
を
間
近

に
ゆ
っ
く
り
拝
見
し
、
新
た
な
感
慨
に

浸
り
ま
し
た
。

ま
た
、
中
岡
順
忍
輪
番
の
ご
自
坊

︵
滋
賀
教
区
野や

洲す

組
西
勝
寺
︶
に
参
拝
し
、

ご
輪
番
の
ご
家
族
、
ご
門
徒
の
皆
さ
ま

方
の
温
か
い
お
も
て
な
し
も
い
た
だ
き

ま
し
た
。

続
い
て
、
5
月
10
~
12
日
は
、
慶
讃

法
要
と
併
催
の
﹁
第
17
回
世
界
仏
教
婦

人
会
大
会
﹂
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
海
外
か
ら
の
参
加
者
も
多
く
、

各
地
の
仏
教
婦
人
会
々
員
の
皆
さ
ま
と

交
流
を
深
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
、
慶
讃
法
要
で
は
、
音
響
・

照
明
・
映
像
な
ど
を
駆
使
し
卓
越
し
た

演
出
効
果
が
あ
り
、
ご
法
話
の
際
も
と

て
も
美
し
く
輝
い
て
い
ま
し
た
。
や
が

て
雅
楽
の
音
色
に
誘
わ
れ
て
﹃
新
制
御

本
典
作
法
』
が
御
影
堂
内
に
響
き
渡
り

ま
し
た
。

私
は
中
央
仏
教
学
院
通
信
教
育
の

﹁
集つ

ど

い
学
習
会
﹂
で
み
ん
な
と
﹃
御
本
典

作
法
』
を
練
習
し
て
お
り
、
念
仏
者
の

一
員
で
あ
る
喜
び
を
か
み
し
め
な
が
ら
、

と
も
に
お
勤
め
し
ま
し
た
。﹁
念
仏
に
生

か
さ
れ
て
、
支
え
ら
れ
て
い
る
私
が
い

る
。
何
も
心
配
は
い
ら
な
い
、
念
仏
者

は
無
碍
の
一
道
な
り
﹂
と
い
う
思
い
を

再
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
に
と
っ
て
は
4
年
ぶ
り
と
な
る
お

晨
朝
に
も
参
拝
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
こ

の
度
の
本
山
参
拝
は
、
格
別
な
も
の
に

な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
︵
石
川
八
代
子
︶

① 津村別院に参拝① 津村別院に参拝

① 本山、御影堂の親鸞聖人像とともに① 本山、御影堂の親鸞聖人像とともに ① 別院１班　慶讃法要に参拝。壮大な御影堂にて① 別院１班　慶讃法要に参拝。壮大な御影堂にて

② ② 大会で旗手を務める大会で旗手を務める
永山盛実理事長永山盛実理事長 ② 特区仏壮　全国仏壮大会に参加② 特区仏壮　全国仏壮大会に参加

③ 別院２班③ 別院２班
中岡輪番のご自坊（西勝寺）に参拝中岡輪番のご自坊（西勝寺）に参拝

④ 特区仏婦　慶讃法要に参拝④ 特区仏婦　慶讃法要に参拝

④ 本山、御影堂門前にて④ 本山、御影堂門前にて

④ 世界仏婦大会に参加。④ 世界仏婦大会に参加。
京都国際会館にて京都国際会館にて

③  山科別院に参拝③  山科別院に参拝
③ 津村別院内の③ 津村別院内の
北御堂ミュージアムを見学北御堂ミュージアムを見学

② 特区仏壮は電車を乗り継いで移動② 特区仏壮は電車を乗り継いで移動

慶
讃
法
要

慶
讃
法
要

親
鸞
聖
人
御
誕
生
８
５
０
年

親
鸞
聖
人
御
誕
生
８
５
０
年

立
教
開
宗

立
教
開
宗
８
０
０
年

８
０
０
年

沖
縄
沖
縄
か
ら
か
ら

４
グ
ル
ー
プ

４
グ
ル
ー
プ
がが

団
体
参
拝

団
体
参
拝

④ 京都嵐山にて④ 京都嵐山にて


